
会会会会    議議議議    録録録録    

会議名称 令和元年度タウンミーティング 記録者 議会事務局 次長 

日  時 令和元年７月２３日（火） 午後７時～午後８時３０分 

会  場 今浜会館 

出 席 者 町 ：町長、教育長、参事兼総務課長、参事兼財政課長、 

企画振興課長、議会事務局次長（書記） 

住 民：１９人 

会議内容 １ 開会 

２ 町長あいさつ 

３ 出席者紹介・開催趣旨説明 

４ 第二次宝達志水町総合計画基本構想等の説明 

５ 意見交換 

６ 閉会 

会議結果 ●質問 

今後１０年間で働く場所をどのように形成し展開していくのか。具

体的な青写真を町民に示してほしい。このままでは若者が定住しませ

ん。 

 

○回答（町長） 

企業進出のための土地が少ないので、交通の便がいい土地、例えば、

建設予定の米出バイバス、北川尻ふるさと農道周辺を企業用地にして

いきたい。 

農業でも若者が働きたいと思えるようにしていきたい。また、ルビ

ーロマン、イチジクなどの農産物があるが、生産者が高齢であり、引

き継いでもらえるようにしていきたい。 

観光分野では、最終的には宿泊が増えてお金が落ちればよいが、す

ぐの実現は難しい。金沢や和倉温泉には人が来ているので、その人た

ちに町の魅力を限られた時間であっても感じてもらえるような仕組み

を作っていきたい。そのための組織、サービスを提供できる会社を作

ることを考えている。計画を具体的に明示していきたい。総合計画に

盛り込みたい。 

 

■意見 

 ピンポイントではなく、町全体の土地利用計画を示してほしい。 

 

○回答（企画振興課長） 

 土地利用計画をしっかり作成していきたい。 



○回答（町長） 

目玉的なこと、特に重要なことは場所を明示したい。 

 

■意見 

なぎさドライブウェイと宝達山について、もっとＰＲを。 

 

○回答（町長） 

宝達山でマラソン大会、自転車大会が開催され、遠方から登山に訪

れる人が増えている一方で、金山跡や滝が生かされていない。山登り

雑誌の会社と組んで山の魅力を掘り起こし、宝達山の魅力を発信した

い。 

なぎさドライブウェイではＳＳＴＲ（サンライズ・サンセット・ツ

ーリング・ラリー）というイベントが開催され、全国から約４千台の

バイクが集まり、ライダーの聖地として知名度が上がっている。 

このＳＳＴＲが開催された際、所司原の古民家を宿にした。宿泊者

にいいもてなしをすればリピーターとして、または、口コミで広がる。

心をつかむことが大事だと考えている。 

 

■意見 

 なぎさドライブウェイの通行止めの解除を午前８時ごろにしてほし

い。羽咋市の一部が通れなければ、なぎさドライブウェイが全部通行

止めになる。 

 

○回答（町長） 

 関係者と協議します。 

 

■意見 

高齢者が買い物に行く際に足がないので、バスの利便性を高めてほ

しい。 

 

○回答（町長） 

運転免許証を返納することに不安があると思うので、財政支援して

いきたい。移動販売車が出来ればと思います。 

 

■意見 

子育て支援策としての財政支援を。公園が少ないので整備し、遊具、

防犯カメラを設置してほしい。 

 

 

 



○回答（町長） 

天気が悪いときでも子どもたちが遊べる場所を来年度設計し、早め

に整備したい。 

 

■意見 

婚活支援について、今浜だけでなく町全体で体制を構築してほしい。 

 

○回答（町長） 

 婚活は大事であり、羽咋郡市で協力しながら開催していきたい。 

 

●質問 

 施策の大綱「誰一人取り残さない社会福祉」は、お金のかかる問題

であるが、どんな対策、構想があるか。 

 

○回答（町長） 

健康づくりの推進が大事。人の助けが必要となってくるので、人材

を育てていきたい。 

 

■意見 

 埋蔵文化財センター内に常設で芸術家の作品を展示してほしい。 

 

○回答（町長） 

 埋蔵文化財センターとして補助を受けているので、制約があり常設

は難しい。できる限りの協力をしていきたい。 

 

●質問 

県農業短大跡地の今後の利用予定は。 

 

○回答（町長） 

有効に使ってもらえる企業にあたっている。イチョウ並木が立派で

あるので生かしていきたい。 

 

○回答（参事兼総務課長） 

県農業短大跡地は県有地であり有効利用するときは、県の協力が必

要である。 

芸術家の作品展示の場所は、アステラス、さくらドーム２１を利用

してください。 

 

 

 



●質問 

 アパートが少ないので宅地造成をし、無償で譲るぐらいの大胆な施

策が必要ではないか。婚活がうまくいき結婚しても、町外に家を建て

ては意味がない。住めば税金も入ってくる。 

 

○回答（町長） 

 小川用地等の価格は見直しをしていきたい。 

宅地造成は、かほく市学園台分譲宅地のような規模のものではなく、

集落の近くに作り、サポートしていきたい。 

 

○回答（参事兼総務課長） 

 町ではアパート建設に対し５００万円の補助をしている。これまで

５棟建った。今後もこの事業を続ける。 

 

●質問 

 成長祝い金が少なくなって残念。小学校統廃合はどうなるのか。相

見小で児童１３０人、５年後は１００人切るのではないか。遅くなれ

ばなるほど減っていく。ここまで延びてしまうと、小中一貫校になる

のでは。小学校を建てなくて済むのではないか。 

 

○回答（町長） 

 小学校統廃合は早くしたいですが、なかなか合意が得られない。期

限を決めて、合意が得られるよう説明していきたい。できるだけ早く

方針を示したい。小中一貫までは考えていない。共通テストで児童の

成績がよく、キープできる体制を整えたい。 

 

●質問 

 少年野球チームが利用している白虎山公園簡易野球場のグラウンド

状態が悪く、町にお願いして改修することになったが、希望している

内容と全く違う内容の工事になっているのですが。 

 

○回答（町長） 

 確認しきちんと整備したい。 

 

●質問 

 旧押水運動公園野球場は、野球場として使わないのか。 

 

○回答（町長） 

 野球場の専用グラウンドとしての利用は考えていない。グラウンド

ゴルフ場の芝生と旧野球場の芝生をつなげたい。 


